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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 12日 (2006.4.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ ） 水 を 包 含 さ せ た 多 孔 性 粉 体 と
、 ２ ）

か ら 選 択 さ れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 と を 含 有 す る こ と を
特 徴 と す る 、 化 粧 崩 れ 防 止 用 の 化 粧 料 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 多 孔 性 粉 体 が リ カ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 化 粧 料 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 が 、 酸 化 亜 鉛 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 記 載 の 化 粧 料 。
【 請 求 項 ５ 】
　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 化 粧 料 に 関 し 、 更 に 詳 細 に は 、 鼻 梁 部 等 の 皮 脂 分 泌 量 の 多
い 部 分 に 適 用 し て 、 該 皮 脂 分 泌 に 起 因 し て 起 こ る 化 粧 崩 れ を 防 止 す る 有
用 な 化 粧 料 に 関 す る 。

平 均 粒 径 ０ ． ０ ０ ０ １ ミ ク ロ ン か ら ０ ． １ ミ ク ロ ン の
酸 化 亜 鉛 、 塩 化 亜 鉛 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 及

び 金 属 ピ ラ ー ド ク レ ー の 必 須 成 分

前 記 多 孔 性 粉 体 の 表 面 が 疎 水 化 処 理 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記
載 の 化 粧 料 。

、 シ 又 は ２

必 須 成 分 で あ る １ に

下 地 化 粧 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 化 粧 料 。

化 粧 崩 れ 防 止 用 の
下 地 化 粧 料 と し て



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 様 な 状 況 に 鑑 み て 、 本 発 明 者 ら は 、 従 来 で は 対 応 で き な か っ た 、 皮 脂 濡 れ と 、 皮 脂
流 れ の 両 方 を 防 ぎ 、 化 粧 持 ち を 向 上 さ せ る 手 段 を 求 め て 、 鋭 意 研 究 努 力 を 重 ね た 結 果 、

多 孔 性 粉 体 と 、 と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 化 粧 崩 れ 防 止 用 の 化 粧 料
が そ の 様 な 特 性 を 有 し て い る こ と を 見 出 し 発 明 を 完 成 さ せ る に 至 っ た 。 即 ち 、 本 発 明 は 以
下 に 示 す 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
（ １ ）

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
＜ １ ＞ 本 発 明 の 化 粧 料 の 必 須 成 分 で あ る 水 を 包 含 さ せ た 多 孔 性 粉 体
　 本 発 明 の 化 粧 料 は 、 水 を 包 含 さ せ た 多 孔 性 粉 体 を 必 須 成 分 と し て 含 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 。 こ の 様 な 構 成 を 取 る た め に 好 適 な 多 孔 性 粉 体 と し て は 、 水 と の 親 和 性 を 有 し 、 触 媒
な ど の 分 野 で 一 般 的 に 多 孔 性 で あ る と 認 め ら れ て い る 粉 体 で あ れ ば 特 段 の 限 定 は な く 使 用
す る こ と が 出 来 、 例 え ば 、 シ リ カ 、 ア ル ミ ナ 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム な ど が
好 適 に 例 示 で き 、 特 に シ リ カ が 好 ま し い 。 又 、 か か る 多 孔 性 粉 体 の 平 均 粒 径 と し て は
． ０ ０ ０ １ ミ ク ロ ン か ら ０ ． １ ミ ク ロ ン の 微 粒 ま し く は ０ ． ０ ０ ５ ミ ク ロ ン か ら ０
． ０ ２ ミ ク ロ ン の 超 微 粒 子 が 例 示 で き る 。 又 、 か か る 多 孔 性 粉 体 は 、 水 を 包 含 で き る 条 件
に お い て 、 表 面 処 理 を 施 す こ と が 出 来 、 か か る 表 面 処 理 と し て は 、 ハ イ ド ロ ジ ェ ン メ チ ル
ポ リ シ ロ キ サ ン の 焼 き 付 け 、 フ ッ 化 炭 化 水 素 基 を 有 し て い て も 良 い シ リ ル カ ッ プ リ ン グ 剤
に よ る シ リ ル 化 処 理 、 金 属 石 け ん 被 覆 処 理 、 レ シ チ ン 被 覆 処 理 、 ア シ ル 化 ア ミ ノ 酸 及 び ／
又 は そ の 塩 に よ る 被 覆 処 理 な ど が 好 適 に 例 示 で き 、 処 理 量 と し て は 、 粉 体 全 量 に 対 し て ０
． １ ～ ２ ０ 質 量 ％ が 好 適 に 例 示 で き る 。 特 に 好 ま し く は 、 ハ イ ド ロ ジ ェ ン メ チ ル ポ リ シ ロ
キ サ ン を 焼 き 付 け 処 理 し て 、 疎 水 化 し た 形 態 で あ る 。 こ れ は 、 こ の 様 な 形 態 を 取 る こ と に
よ り 、 水 を マ イ ク ロ カ プ セ ル の 形 態 で 包 含 し 、 肌 上 で 水 を リ リ ー ス し た 後 、 多 孔 性 粉 体 が
速 や か に 皮 脂 吸 収 特 性 を 発 揮 す る た め で あ る 。 疎 水 化 処 理 し て い な い 場 合 に 於 い て は 、 皮
膚 上 で 水 を リ リ ー ス し た 後 も 、 粉 体 表 面 が 水 濡 れ し て い る た め 、 皮 脂 吸 収 作 用 を 発 揮 す る
ま で に ラ グ ・ タ イ ム を 要 す る 。 斯 く の 如 き 作 用 を 有 す る 、 水 包 含 多 孔 性 粉 体 を 調 整 す る た
め に は 、 多 孔 性 粉 体 を ヘ ン シ ェ ル ミ キ サ ー な ど に 仕 込 み 、 攪 拌 混 合 下 、 水 乃 至 は 水 を 多 く
含 有 す る 水 性 担 体 を 噴 霧 し 、 水 滴 を 核 と し 、 そ の 周 囲 に 多 孔 性 粉 体 が 被 覆 層 を 形 成 す る よ
う な 形 態 に 流 動 層 造 粒 す れ ば よ い 。 こ の 時 、 水 と 多 孔 性 粉 体 の 好 ま し い 量 比 は 、 ５ ： １ ～
１ ： ２ で あ り 、 更 に 好 ま し く は ３ ： １ ～ ２ ： ３ で あ る 。 又 、 か か る 水 包 含 多 孔 性 粉 体 の 、
本 発 明 の 化 粧 料 に 於 け る 好 ま し い 含 有 量 は 、 ５ ～ ７ ０ 質 量 ％ で あ り 、 更 に 好 ま し く は １ ０
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特
定 の 特 定 の 成 分

１ ） 水 を 包 含 さ せ た 平 均 粒 径 ０ ． ０ ０ ０ １ ミ ク ロ ン か ら ０ ． １ ミ ク ロ ン の 多 孔 性 粉
体 と 、 ２ ） 酸 化 亜 鉛 、 塩 化 亜 鉛 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム
、 及 び 金 属 ピ ラ ー ド ク レ ー か ら 選 択 さ れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 の 必 須 成 分 と を 含 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 、 化 粧 崩 れ 防 止 用 の 化 粧 料 。
（ ２ ） 前 記 多 孔 性 粉 体 の 表 面 が 疎 水 化 処 理 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） に
記 載 の 化 粧 料 。
（ ３ ） 前 記 多 孔 性 粉 体 が 、 シ リ カ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 化
粧 料 。
（ ４ ） 前 記 必 須 成 分 が 、 酸 化 亜 鉛 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） に 記 載 の 化 粧 料 。
（ ５ ） 下 地 化 粧 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） ～ （ ４ ） の 何 れ か 一 に 記 載 の 化 粧 料 。

、 ０
子 、 好



～ ６ ０ 質 量 ％ で あ る 。 以 下 に 、 水 包 含 多 孔 性 粉 体 の 製 造 例 を 示 す 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
＜ ２ ＞ 本 発 明 の 化 粧 料 の 必 須 成 分 で あ る

か ら 選 択 さ れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以
上
　 本 発 明 の 化 粧 料 は 、

か ら 選 択 さ れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上 を 含 有 す る こ と
を 特 徴 と す れ ら の は 何 れ も 、 化 粧 料 原 料 で あ り 、 市 販 品 も 存 し 、 そ の 入 手 は 極
め て 容 易 で あ る 。 こ れ ら の 内 、 金 属 ピ ラ ー ド ク レ ー と は 、 ベ ン ト ナ イ ト 、 ヘ ク ソ ラ イ ト 、
カ オ リ ン な ど の よ う な 粘 土 鉱 物 に ア ル ミ ニ ウ ム や 亜 鉛 な ど の 金 属 塩 乃 至 は 金 属 酸 化 物 、 金
属 水 酸 化 物 を 層 間 に 導 入 し （ イ ン タ ー カ レ ー ト 乃 至 は ク ラ ス レ ー ト ） 、 イ オ ン 交 換 性 を 持
た せ た 粘 土 類 の 総 称 で あ る が 、 こ の 様 な 金 属 ピ ラ ー ド ク レ ー の 化 粧 料 用 の グ レ ー ド と し て
は 、 大 東 化 成 株 式 会 社 よ り 、 販 売 さ れ て い る 「 オ イ ル セ ン サ ー パ ウ ダ ー 」 （ ７ ０ 質 量 ％ の
ベ ン ト ナ イ ト に １ ０ 質 量 ％ の 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム と 、 ２ ０ 質 量 ％ の 酸 化 亜 鉛 を 層 間 に ク ラ
ス レ ー ト し た も の ） が 存 し 、 こ の も の が 特 に 好 適 に 例 示 で き る 。 こ れ ら の の 内 、 本 発
明 の 化 粧 料 で 特 に 好 適 な も の と し て は 、 酸 化 亜 鉛 、 金 属 ピ ラ ー ド ク レ ー が 例 示 で き 、 中 で
も 酸 化 亜 鉛 が 特 に 好 ま し い 。 こ の 様 な は そ の ま ま 使 用 す る こ と も 出 来 る し 、 前 記 水 包
含 多 孔 性 粉 体 と 同 様 に 、 表 面 処 理 な ど を 施 し て 使 用 す る こ と も 出 来 る 。 か か る は 、 分
泌 し た 皮 脂 が 、 分 泌 部 よ り 、 顔 全 体 に 広 が る の を 防 ぐ 作 用 を 有 す る 。 こ の 為 、 小 鼻 な ど の
脂 質 分 泌 の 著 し い 部 位 に 投 与 す る と 、 こ こ か ら 分 泌 さ れ た 皮 脂 が 広 が ら ず 、 こ れ に よ る 化
粧 崩 れ を 防 ぐ 効 果 を 奏 す る 。 こ の 様 な 効 果 を 奏 す る た め に は 、 前 記 は 、 化 粧 料 全 量 に
対 し て 、 総 量 で １ ～ ４ ０ 質 量 ％ 含 有 す る こ と が 好 ま し く 、 更 に 好 ま し く は ５ ～ ３ ０ 質 量 ％
の 含 有 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
＜ ３ ＞ 本 発 明 の 化 粧 料
　 本 発 明 の 化 粧 料 は 、 前 記 １ ） 水 を 包 含 さ せ た

多 孔 性 粉 体 と 、 ２ ）
か ら 選 択 さ れ る １ 種 乃 至 は ２ 種 以 上

と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 本 発 明 の 化 粧 料 は 、 か か る 構 成 を 取 る こ と に よ り 、
皮 脂 分 泌 の 著 し い 箇 所 に お い て 、 皮 脂 の 分 泌 を 抑 制 す る と と も に 、 皮 脂 が 顔 の 他 の 部 位 に
拡 散 す る の を 防 ぐ 作 用 を 有 す る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 化 粧 料 は 、 メ ー ク ア ッ プ 化 粧 料 な ど の
下 に 塗 布 し 、 前 記 メ ー ク ア ッ プ 化 粧 料 の 皮 脂 に よ る 崩 れ を 防 ぐ 目 的 で 使 用 す る こ と が 好 ま
し い 。 又 、 剤 形 と し て は 通 常 粉 体 化 粧 で 知 ら れ て い る 剤 形 で あ れ ば 特 段 の 限 定 を 受 け ず に
適 用 で き る が 、 特 に 好 ま し い 形 態 と し て は 、 ル ー ス パ ウ ダ ー 乃 至 は 固 形 白 粉 が 好 ま し く 例
示 で き 、 固 形 白 粉 の 場 合 は 、 ソ フ ト プ レ ス タ イ プ の も の が 特 に 好 適 に 例 示 で き る 。 こ れ は
、 あ ま り プ レ ス 圧 が 高 す ぎ る と 、 水 包 含 多 孔 質 粉 体 の 水 内 包 カ プ セ ル 構 造 を 損 傷 し 効 果 を
減 ず る 場 合 が 存 す る た め で あ る 。 又 、 本 発 明 の 化 粧 料 の 適 用 部 位 と し て は 、 前 記 の 如 く 脂
質 分 泌 の 著 し い 部 分 が 好 ま し く 例 示 で き 、 特 に 好 ま し い の は 、 小 鼻 に 局 所 的 に 投 与 す る よ
う な 形 態 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
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酸 化 亜 鉛 、 塩 化 亜 鉛 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 塩 化 カ
ル シ ウ ム 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 及 び 金 属 ピ ラ ー ド ク レ ー

酸 化 亜 鉛 、 塩 化 亜 鉛 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 ア
ル ミ ニ ウ ム 、 及 び 金 属 ピ ラ ー ド ク レ ー

る 。 こ 成 分

成 分

成 分
成 分

成 分

平 均 粒 径 ０ ． ０ ０ ０ １ ミ ク ロ ン か ら ０ ． １
ミ ク ロ ン の 酸 化 亜 鉛 、 塩 化 亜 鉛 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 塩 化 カ ル シ ウ ム
、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 及 び 金 属 ピ ラ ー ド ク レ ー の 必 須
成 分



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
＜ 実 施 例 ５ ～ ７ ＞
　 化 粧 料 １ 変 え て
、 本 発 明 の 化 粧 料 を 作 成 し 、 試 験 例 １ と 同 様 に 化 粧 崩 れ の 著 し い パ ネ ラ ー
を 使 用 し て 評 価 し た 。 比 較 例 に 相 当 す る も の に つ い て は 作 成 し な か っ た 。 結 果 を 表 ３ に 示
す 。 こ れ よ り 、 本 発 明 の 化 粧 料 で は 、 先 に 例 示 し た 、 何 れ の も 使 用 で き る こ と が 判 る
。
イ
表 ３ 記 載 の 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０  重 量 部
二 酸 化 チ タ ン  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０  重 量 部
タ ル ク  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０  重 量 部
ロ
製 造 例 １ の 水 包 含 多 孔 性 粉 体 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ６ ０  重 量 部
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 表 ３ 】
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を 製 造 す る 際 に 用 い た イ の 成 分 に お け る 酸 化 亜 鉛 を 、 表 ３ に 示 す 成 分 に
実 施 例 ５ ～ ７ の

成 分

成 分
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